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※第２駐車場でフリーマーケット併催

（３）入場者数　　２５,３４１人（３日間）

（４）出展者数　　１０５企業・団体

（５）開催テーマ／みんなで取り組む環境保全

（省エネルギー・新エネルギー・循環型社会）

（６）ゾーニングと出展内容

①メインテーマゾーン

主に行政の取り組みを紹介している、この

ゾーンでは、地球環境が危機に面している現

実を直視するため、札幌市が環境影響評価

のデータベースを公開展示したほか、本年度

の重点事業として進めている「札幌市エコラ

イフＷＥＥＫ事

業」を紹介しま

した。また、環

境省は「動き始

めた持続可能な

社会づくり」と

して、社会経済

システムと自然

環境の２つの健全な循環が必要であること、

経済成長を上回る環境効率性の実現が必要

であることをパネル展示で訴えています。さ

らに、北海道は「ごみゼロ・ロスゼロ・リス

クゼロ社会」実現のための重点施策のほか、

産・学・官のみならず地域や企業間の連携に

よる循環型商品の開発例、廃棄物の再生事

業化事例を各々パネルで紹介していました。

②省エネルギーゾーン

このゾーンは市民向けの「暮らしに役立つ

省エネ情報」、企業向けの「自動車、建設、

住宅関連産業などにおける広範な省エネルギ

ー技術や事例」が紹介されています。特に建

設・住宅関連では、ロータリーシステムによ

り省エネを実現した「電気式ロードヒーティ

ング」、地下50～100ｍの地中熱を利用する

ことでランニングコストを従来の1/2～1/4に

抑える「地中熱利用冷暖房・給湯・融雪シ

ステム」、地球環境問題に配慮し自然冷媒

（二酸化炭素）を利用した「環境対応型ヒー

１．はじめに
我々を取り巻く環境問題は『ごみ』など身近なもの

から、「温暖化」のように地球規模に及ぶ大きなもの

まで様々です。これらの問題解決には、我々がこれま

で享受してきた「大量生産」、「大量消費」の社会に別

れを告げ、限りある「資源」を有効に使う「環境型社

会」の形成が重要な課題とされています。札幌市で

は、この環境型社会を実現するために企業・市民・行

政の協働による色々な取り組みを行っています。

本稿では、東京以北最大規模に成長した「環境広

場さっぽろ2002～エコアクション＆エコビジネス」の

開催結果の報告をさせていただきます。この総合環境

イベントは、『みんなで取り組む環境保全』のテーマの

下に産・学・官と市民が一堂に会し、省エネや再資源

化などの最新技術の発表や、各々の立場で取り組んで

きた環境保全活動（エコアクション）の実践例を報告し

合うなど、これから共に手を携えて循環型社会実現に

取り組むための貴重な情報交換の場となっています。

２．環境広場さっぽろ2002開催概要
（１）開催期間　平成14年８月２日（金）～４日（日）

10：00～17：00（４日のみ16：00）

（２）会場　アクセスサッポロ 屋内・外展示場

（札幌市白石区流通センター４丁目）

宇治　義廣
環境計画部環境活動推進課
推進係長

環境広場さっぽろ2002
開催報告環境広場さっぽろ実行委員会事務局／札幌市環境局

環境広場さっぽろ2002オープニングセレモニー

札幌市温暖化対策、札幌市エコライフWEEK事業
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トポンプ式給湯機」、省エネ効果に優れた

「外断熱ＲＣ（鉄筋コンクリート）技術」な

ど数多くの出展がありました。

③新エネルギーゾーン

このゾーンでは、太陽・風力・雪氷などの

自然エネルギー利用技術が展示されたほか、

究極の低公害車であるソーラーカーのデモ走

行や親子ソーラーカー工作教室が実施されま

した。

また、なんと言っても化石燃料に替わりこ

れからのエネルギーの主役とされる「燃料電

池技術」の紹介や、環境にやさしい「天然ガ

スの利用技術」に注目が集まっていました。

④循環型社会の４Ｒゾーン

４つのＲ（リフューズ・リデューズ・リユ

ース・リサイクル）から構成されているこの

ゾーンでは、特にリサイクル関連の企業出展

が多く、生ごみからのエネルギー回収、建設

汚泥・廃材の再資源化、その他多くの技術

展示があり、最も充実したゾーンとなってい

ました。

⑤適正処理ゾーン

リサイクルができず、最後にどうしても捨

てるしかないごみや汚染された土壌・水など

を環境に配慮して適正に処理し、自然に返

す処理技術や企業が紹介されていました。

⑥ＮＰＯ・国際協力・市民交流ゾーン

日頃から積極的に環境保全活動に取り組

んでいる市民団体、ＮＰＯ、こどもエコクラ

ブなどの活動紹介の

ほか、これらの団体

による展示物やエコ

体験講座を通じ市民

との交流が行われま

した。また、国際協

力事業団（ＪＩＣ

Ａ）による環境に関

する国際協力のパネル展示や、各国からの研

修員との交流が行われました。

（７）ヨハネスブルグサミット提言フォーラムin札幌

このフォーラムは、地域と密着したＮＰＯ団体

を基軸とした行政とのパートナーシップから地球

環境問題の解決の糸口を見出し、本年８月に南

アフリカで実施された環境サミットを通じ世界に

発信する目的で開催されました。外務省の岡庭健

氏による基調講演「ヨハネスブルグサミットに向

けた政府の取り組みと課題」、北

海道グリーンファンド理事長杉山

さかえ氏の事例発表「北海道に

おける新エネルギーの取り組み」

ほか計６名の発表が行われ、150

名を超える聴衆は熱心にこれらの

話に聴き入っていました。

（８）エコビジネスセミナー

㈱三菱総合研究所　小西時男氏による「環境

ビジネスの現状と動向」、燃料電池・水素エネル

ギーネットワーク理事

長小池田章氏による

「エネルギーの動向と展

開」のほか、計４つのセ

ミナーが開催されまし

た。各セミナーへの参

加は予約制をとりまし

たが、すべて満員の盛

況ぶりでした。

３．おわりに
このイベントは、平成10年から開催していた環境啓

発イベント「エコアクションさっぽろ」を、多くの環

境関連企業の方々の参加で充実させることを目的に、

「環境広場さっぽろ」として再出発したものです。実

行委員会は、従来の札幌市・（財）札幌産業流通振

興協会・北海道新聞社の三者のほか、この事業の開

催主旨に賛同してくださった関係業界団体・ＮＰ

Ｏ・研究機関などが新たに多数加わり、最終的には29

の団体で構成されるに至りました。このことは、環境

問題がいかに大切なキーワードとして現在の社会で位

置付けられているかを物語るものです。来場の市民の

方からは、「とても参考になった、楽しかった」との

意見をいただきましたし、参加された企業の方からは、

「他業種との交流が図れた、自社の技術に興味を持っ

てもらえた、商談がまとまった」などのうれしい意見

もいただいております。

なお、平成15年度も８月１日（金）から３日間で

開催を予定しています。皆様には、是非ご参加のうえ

ご意見をいただければ幸いです。

北海道自動車短期大学学生によるソーラーカーの走行

エコビジネスセミナー

三角山小学校のこどもエコクラブ発表風景


